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　東京海洋大学は 2003 年 10 月に東京商船大学と東
京水産大学を統合してできた大学で、海洋工学部は海事
システム工学科・海洋電子機械工学科・流通情報工学科
の３学科に分かれています。合併後も各大学の伝統と個
性・特徴を継承し、海洋のプロフェッショナルを育てる
大学です。海上輸送に関わるグローバル化した諸課題に
ついて理解と認識を深め、21世紀社会におけるリーダー
として求められる実践的指導力を養います。また、科学
的、工学的視点から海洋を含む地球環境の活用法や保全
方法について提示し、実践する能力を培っていきます。

　神戸大学海事科学部は、2003 年の神戸大学と神戸商
船大学の統合により発足しました。学部入学後、グロー
バル輸送科学科・海洋安全システム科学科・マリンエン
ジニアリング学科の３学科に分かれ、自然界におけるエ
ネルギー・物質循環と資源や生産財のグローバルな輸送・
物流について学びます。総合大学のメリットを生かした
学際的・総合的な教育研究体制を構築しており、特にグ
ローバル輸送科学科の航海マネジメントコースとマリン
エンジニアリング学科の機関マネジメントコースでは海
技士としての実践的な知識や技術を広く学ぶことができ
ます。
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　大学の 4年間で、合計 6ヵ月間の乗船実習
を行います。卒業後さらに 6ヵ月間の乗船実
習科で学び、３級海技士の試験に合格すれば、
外航船員として乗船ができます（乗船実習科
の修了者は筆記試験が免除されます）。
　船長を中心としたチームワークを保つため
の「コミュニケーション能力」や、厳しい自
然環境に耐える「忍耐力」、船内組織の中で
決められた仕事をこなす「責任感」を養いま
す。

　商船系大学は海上のスペシャリストを養成
するための、操船シミュレータやレーダー
ARPA シミュレータ、ECDIS 訓練装置、船舶
運航性能実験水槽などの施設・設備が充実し
ています。練習船を使用した実験・演習も行
います。
　また、安全な航海をエンジニアリングで支
える技術者向けには、レーザーレーダーによ
る大気環境計測や超小型複合サイクル機関、
ロボットアーム、大型ディーゼル機関などが
あり、船の動力や付随する機械、システムを
学びます。
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　外航船に乗りたい、という気持ちがあり東京
海洋大学に入学しました。当時、女性の外航船
員はまだ少なかったのですが、希望通り航海士
として入社、乗船することができました。
　航海士の主な業務には力仕事がそれほど多く
ないため、大変だと感じるのは男女差というよ
りあくまで個人差の範囲だと思います。ただ、
消火 / 救命装置の保守や、コンテナ船における
積み上げたコンテナの固

こ ば く

縛を確認する作業な
ど、力仕事となる場合もあります。何でもかん
でも「自分でやらなきゃ」と思わずに、他の乗
組員と協力して行うことで、事故を未然に防ぐ
ように心がけています。
　コンテナ以外も、貨物の扱い・管理（荷

に や く

役）
は航海士の仕事です。これは学校では習いませ
ん。会社に入り、経験を積みながら覚えるので
大丈夫です。タンカーなど特殊な貨物を取り扱
う船に乗る際には「乗船前研修」で基本を習い
乗船しますが、乗船前に座学で学んだことに、
実際に経験し学んだことを肉付けしていくこと

で、より安全な荷役が行えるようになります。
また、船毎に特徴があり、一般的にその船に乗っ
ている期間が長い人の方がよく知っていますの
で、色々教えあって対応しています。
　乗船中は個室が割当てられており、プライバ
シーはしっかりと守られています。例外的に、
酒、煙草等の所持を禁止している国の港に入港
する場合は、事前の確認や検査のため、船長や
検査官が入る場合がありますが、それ以外ほか
の人が居室に入ることはありません。
　船内には娯

ご ら く し つ

楽室があり、小説、漫画、DVD、
雑誌などが船ごとに揃えられています。乗船者
に合わせ言語も配慮されますし、自分では買わ
ないジャンルのものが置いてあったりするので
楽しいです。
　個人的に、乗船の際には気に入ったデザイン
の付

ふ せ ん

箋を必ず持っていきます。当直制でそれぞ
れの業務時間が違うため、書類の回覧や、伝言
がある際などは、重宝します。

川崎汽船株式会社
一等航海士
　ま つ      の　　　  み           さ

松野 未沙 さん

大変だと感じるのはあくまで個人差の範囲。
仲間と協力するなど工夫しています。「
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　親戚に船乗りがいたり、また旅行の際フェリー
に乗船する機会が多かったりと、幼いころから
船には縁がありました。造船に関心を持ち神戸
大学の海事科学部に入ったのですが、乗船実習
やインターンシップなどを経て、大きなエンジ
ンに惹かれ機関士を志しました。小学生から高
校生まで野球を続けていたおかげで機関士に必
要な基礎体力が身についていて、今も役立って
います。
　今まで LNG 船、LPG 船、自動車専用船、原油
タンカー、ばら積み船と色々な船に乗ってきま
した。三等機関士の時には海技教育機構の練習
船で教官の仕事も経験しました。
　機関士は主に機械に対応するため、荷物を扱
う航海士のような船の種類ごとの仕事の違いは
少ないです。しかし、機器はメーカーや型によっ
て対応の方法が異なるので、確信をもって作業
できるよう、付属の手順書を事前に繰り返し読
み込みます。学校の勉強はあくまで基本なので、
対応するごとに経験を積み「傾向と対策」が身

についてきますが、それでも勉強することはた
くさんあります。基礎知識の参考書は、今も時
折読み返しています。
　海上勤務中の楽しみは何といっても上陸です。
旅行のように長い時間はとれませんが、スペイ
ンに寄港したときはサグラダ・ファミリアを見
に行きました。
　陸上勤務は現在 2年目です。船でおきた怪我・
事故などのトラブルの情報をとりまとめて解析
し、それらが起きやすい箇所や傾向を見つけ、
フィードバックする業務を行っています。船か
ら届く情報を具体的に理解し、状況を想定でき
るのは、海技者としての基礎知識と乗船の経験
があるからです。
　島国の日本にとって、輸出入の 99％以上を占
める海上輸送は生命線といえます。それを担う
ことができるのは、海運会社であり海技者です。
責任が大きく、一生の仕事として選ぶに値する
職業だと思います。

株式会社商船三井
二等機関士
  あ  ら    い   し　　な  お   ひ   こ

荒石 尚彦 さん

責任が大きく、一生の仕事として選ぶに値する職業だと
実感しています。
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日本郵船株式会社
二等機関士
  み  つ　ふ  じ　　は  　る     き

光藤 春樹 さん

　今までコンテナ船、LNG 船、鉱石専用船、ば
ら積み船、自動車専用船に乗りました。機関士
は基本的に船に搭載されたあらゆる機器を整備
しますが、諸先輩から受け継がれた知識・経験
で対応する場面も多いです。時代と共に機器も
進化を続けていますが、整備の基本はあまり変
わらないと思います。
　乗船中の機関士にとって、整備計画立案と予
備品管理は重要な仕事の一例として挙げられま
す。特に機器整備時に消費する予備品について
は、整備計画と併せて、前広に準備をする必要
があります。船を停めないよう、常に次の一手
を考えられるエンジニアになるのが目標です。
　海上勤務では 6ヶ月ほど乗船しますが、代わ

りに休暇も数ヶ月単位でまとめてもらうことが
できます。現在初の陸上勤務中のため、たまに
長期休暇が懐かしくなるのも海技者ならではの
感覚かもしれません。
　現在の陸上勤務では、船の燃費等のパフォー
マンスを、個々の船から送られてくるデータを
基に解析する業務を行っています。これらのデー
タは機器の状態、気象、海

かいしょう

象等の要素にも影響
され、その実態を乗船の経験を活かし陸上職員
の方に説明する、橋渡しのような役目を担うこ
ともあります。海運会社は船を動かすだけでは
絶対に成り立ちません。陸上、海上という分け
方をせず、相互に理解し支えあうことが大切で
す。

船を停めないよう、常に次の一手を考えられる
エンジニアになるのが目標です。

　高校時代のボート部で、ボートを漕ぐよりも
修理することに没頭していた私は、元々造船を
志して神戸大の海事科学部に入学しました。た
だ造船に携わる日本人が多い一方、その船に乗
り組む日本人はとても少なく、特に外航船に乗
船する機関士は、わずか 1,000 人程度の規模で
あることを大学入学後に知りました。そんな希
少さに惹かれて、機関士を志しました。



～ 世 界 に 広 が る 夢 の 職 場 ～

〒102-8603 東京都千代田区平河町2-6-4 海運ビル
Tel：03-3264-7171
fax：03-5226-9166

http://www.jsanet.or.jp/
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